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皇
居
勤
労
奉
仕
に
参
加
し
て

橋
本
秀
雄

今
年
は
明
治
維
新
百
五
十
年
で
あ
り
、

来
年
は
御
代
替
わ
り
と
な
る
。
時
代
の
変

わ
り
目
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
念
願
の

皇
居
勤
労
奉
仕
が
実
現
し
た
。

十
二
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
の
四
日
間
、

「
日
本
の
文
化
に
学
ぶ
会
」
　
の
一
員
と
し

て
仲
間
五
十
一
名
と
共
に
参
加
し
た
。

幸
い

全
日
程

と
も
快

晴
に
恵

ま
れ
、

作
業
も

は
か
ど

り
気
持

ち
よ
く

奉
仕
が

で
き
た
。

主
な

作
業
内
容
は
落
葉
の
処
理
で
、
こ
の
時
季

は
き
れ
い
に
し
て
も
数
日
で
も
と
に
も
ど

る
そ
う
だ
が
、
二
十
三
日
の
天
皇
誕
生
日

や
正
月
の
一
般
参
賀
に
は
美
し
い
皇
居
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
皆
一

生
懸
命
に
掃
除
を
し
た
。
五
十
人
余
が
一

斉
に
作
業
を
す
る
と
、
広
い
庭
園
や
道
路

も
か
な
り
き
れ
い
に
な
り
、
清
々
し
い
気

持
ち
に
な
れ
た
。

作
業
は
終
日
続
く
の
で
は
な
く
、
毎
回

庭
園
係
の
人
に
引
率
さ
れ
て
吹
き
上
げ
御

所
を
除
い
た
西
地
区
、
東
御
苑
、
宮
殿
回

り
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
所

を
案
内
し
て
い
た
だ
け
た
。
高
齢
者
（
！
）

の
多
い
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
の
で
、
配
慮
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
普
段
か
ら
運

動
不
足
の
私
も
最
後
ま
で
無
事
に
務
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

四
日
間
の
成
果
は
、
皇
居
の
一
部
で
も

き
れ
い
に
で
き
た
こ
と
だ
が
、
何
と
言
っ

て
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
や
皇
太
子
殿
下
に

親
し
く
御
言
葉
を
賜
わ
り
、
皇
族
の
方
々

と
私
た
ち
と
の
心
の
つ
が
な
り
を
実
感
で

き
た
こ
と
が
大
き
い
。

こ
の
期
間
、
皆
様
御
所
に
お
見
え
で
、

二
日
目
に
赤
坂
御
用
地
へ
う
か
が
っ
た
時
、

皇
太
子
殿
下
の
御
会
釈
を
賜
り
、
三
日
目

に
は
皇
居
の
蓮
池
集
会
所
で
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
御
会
釈
を
賜
わ
る
と
い
う
幸
運
に

恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
五
団
体
が
同
時
に
大
広
間
に

四
列
で
並
び
、
各
団
長
が
団
の
紹
介
を
し

て
陛
下
や
殿
下
の
御
下
問
に
答
え
る
と
い

う
形
で
行
わ
れ
た
。

皇
太
子
殿
下
は
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
さ

れ
、
相
手
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
お
話

を
聞
か
れ
た
。
堂
々
と
振
る
舞
わ
れ
る
お

姿
は
本
当
に
頼
も
し
く
、
誇
ら
し
か
っ
た
。

天
皇
陛
下
は
よ
く
通
る
お
声
で
団
の
活

動
を
尋
ね
ら
れ
、
団
長
の
説
明
を
う
な
ず

き
な
が
ら
丁
寧
に
聞
か
れ
た
。

が
、
両
陛
下
の
相
手
に
優
し
く
接
せ
ら
れ

る
心
遣
い
と
御
言
葉
に
魅
了
さ
れ
た
。

陛
下
や
殿
下
は
常
々
私
ど
も
の
安
寧
を

祈
ら
れ
、
国
民
と
共
に
歩
む
こ
と
を
望
ま

れ
て
、
行
幸
を
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

私
ど
も
は
皇
室
の
弥
栄
を
祈
り
、
沿
道
で

旗
を
持
っ
て
奉
迎
す
る
こ
と
し
か
で
き
な

い
。
し
か
し
、
皇
居
勤
労
奉
仕
は
日
頃
の

御
恩
に
対
し
て
国
民
の
側
か
ら
御
礼
の
気

持
ち
を
直
接
お
伝
え
す
る
よ
い
機
会
で
あ

る
と
実
感
で
き
た
。

御
会
釈
の
後
、
陛
下
や
殿
下
の
御
前
で

万
歳
三
唱
を
行
っ
た
。
声
が
詰
ま
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
た
。

七
十
五
歳
の
制
限
年
齢
に
な
る
前
に
、

今
度
は
会
員
の
皆
様
に
も
呼
び
か
け
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
（
事
務
局
長
）

傍
に
寄
り
添
わ
れ
た
皇
后
陛

下
は
天
皇
陛
下
の
御
言
葉
の
合

間
に
小
声
で
御
言
葉
を
添
え
ら

れ
、
絶
妙
の
コ
ン
ビ
で
私
ど
も

に
御
言
葉
を
賜
っ
た
。
い
つ
も

テ
レ
ビ
な
ど
で
拝
見
す
る
仲
睦

ま
じ
い
お
姿
に
心
温
ま
る
思
い

で
あ
っ
た
。

皆
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
た

三
月
現
代
国
民
講
座
案
内
　
　
聴
講
無
料

期
日
　
平
成
三
十
年
三
月
二
十
五
日
　
（
日
）

午
前
十
時
十
五
分
～
十
一
時
四
十
五
分

I
R
岐
阜
駅
構
内
ハ
ー
ト
フ
ル
G
和
研
修
室

「
天
武
天
皇
と
『
日
本
』
誕
生
」

東
洋
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

文
学
博
士
　
山
本
直
人
　
先
生
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一
「
皇
室
典
範
特
例
法
」
の
要
点

昨
年
十
二
月
一
目
に
「
皇
室
会
議
」
が

開
か
れ
た
の
は
、
六
月
初
め
に
成
立
し
た

「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特

例
法
」
　
に
基
づ
い
て
い
る
。
念
の
た
め
、

「
特
例
法
」
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
条
で
、
今
上
陛
下
は
三
十
年

近
く
「
象
徴
天
皇
と
し
て
の
公
的
な
御
活

動
に
精
励
し
て
こ
ら
れ
た
」
が
、
八
十
代

半
ば
の
　
「
御
高
齢
に
な
ら
れ
、
今
後
こ
れ

ら
の
御
活
動
を
天
皇
と
し
て
自
ら
続
け
ら

れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
深
く
案

じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
」
、
そ
れ
を
国
民
の
多

く
が
「
理
解
し
…
共
感
し
て
い
る
こ
と
」

な
ど
か
ら
、
「
皇
室
典
範
第
四
条
の
規
定

（
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
直
ち

に
即
位
す
る
」
）
の
特
例
と
し
て
、
天
皇
陛

下
の
退
位
及
び
皇
間
の
即
位
を
実
現
す

る
」
た
め
に
「
必
要
と
な
る
事
項
を
定
め

る
」
　
と
し
て
い
る
。

つ
い
で
第
二
条
に
、
「
天
皇
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
の
日
限
り
退
位
し
、
皇
詞
が
直

ち
に
即
位
す
る
」
と
あ
る
。
そ
れ
を
承
け

て
、
第
三
条
・
第
四
条
で
「
上
皇
」
　
「
上
皇

后
」
　
の
称
号
お
よ
び
「
陛
下
」
と
い
う
敬

称
な
ど
、
ま
た
第
五
条
で
「
皇
嗣
」
は
「
皇

太
子
の
例
に
よ
る
」
　
こ
と
な
ど
を
定
め
て

い
る
。し

か
も
、
詳
細
な
「
附
則
」
　
の
第
一
条

で
、
こ
の
法
律
の
施
行
日
（
譲
位
日
）
　
は

「
政
令
で
定
め
る
」
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、

「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
皇

室
会
議
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
　
こ
と
、
第
三
条
で
、
皇
室
典
範
の
付

則
の
中
に
、
こ
の
特
例
法
が
典
範
と
「
一

体
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
の
一
項
を
加

え
る
こ
と
な
ど
を
明
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
特
例
法
を
制
定
す
る
際

に
「
国
会
付
帯
決
議
」
と
し
て
、
「
一
、
政

府
は
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
を
確
保
す
る

た
め
の
諸
課
題
、
女
性
宮
家
の
創
設
等
に

つ
い
て
‥
本
法
施
行
後
、
速
や
か
に
、
皇

族
方
の
御
事
情
等
を
踏
ま
え
、
全
体
と
し

て
整
合
性
が
取
れ
る
よ
う
検
討
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
、
速
や
か
に
国
会
に
報
告
す

る
こ
と
」
お
よ
び
「
三
、
政
府
は
、
本
法

施
行
に
伴
い
元
号
を
改
め
る
場
合
…
国
民

生
活
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う

…
万
全
の
配
慮
を
行
う
こ
と
」
を
政
府
に

強
く
求
め
て
い
る
。

二
　
皇
位
継
承
の
時
期
と
一
連
の
儀
式

こ
れ
を
承
け
て
、
半
年
後
の
十
二
月
一

日
、
宮
内
庁
に
お
い
て
皇
室
会
議
が
開
か

れ
た
。
そ
こ
で
協
議
の
結
果
、
「
特
例
法
の

施
行
日
（
譲
位
日
）
は
、
平
成
三
十
一
年

四
月
三
十
日
と
す
べ
き
」
で
あ
り
、
「
皇
位

の
継
承
が
つ
つ
が
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
、

政
府
に
お
い
て
遺
漏
な
く
準
備
を
進
め
る

…
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
取
り
纏
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
施
行
日
に
は
、
従
来
い
ろ
い
ろ
な

案
が
出
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
皇
族
代
表

二
名
と
三
権
代
表
八
名
で
構
成
さ
れ
る
皇

室
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
意
見
は
、

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
と
し
て

は
、
平
成
三
十
年
一
月
七
日
の
昭
和
天
皇

三
十
年
式
年
祭
が
今
上
陛
下
に
よ
り
斎
行

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
き
た
か
ら
、
そ

れ
以
後
で
あ
れ
ば
、
三
月
三
十
一
日
で
も

四
月
三
十
日
で
も
よ
い
と
思
う
。

む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
重
要

な
課
題
は
、
皇
位
継
承
に
関
す
る
儀
式
を
、

い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
行
う
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
法
的
な
観
念
と

事
実
の
認
識
と
を
、
い
か
に
近
づ
け
る
か

の
工
夫
で
あ
る
。
会
議
直
後
に
山
本
信
一

郎
宮
内
庁
長
官
も
記
者
会
見
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
政
令
で
定
め
ら
れ
れ
ば
…
（
平
成
三
十

一
年
）
　
四
月
三
十
日
が
終
わ
る
と
き
に
、

退
位
が
法
律
上
の
効
果
と
し
て
生
じ
る
。

即
位
に
つ
い
て
は
書
い
て
な
い
が
、
五
月

一
日
0
時
0
分
に
間
髪
を
入
れ
ず
新
天
皇

と
し
て
即
位
さ
れ
る
、
と
い
う
解
釈
し
か

ない。」こ
れ
は
法
的
な
替
わ
り
目
の
解
釈
と
し

て
正
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
抽

象
的
な
観
念
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
然

る
べ
き
所
で
然
る
べ
き
形
の
儀
式
が
行
わ

れ
て
こ
そ
、
皇
位
が
継
承
さ
れ
た
と
い
う

事
実
を
一
般
の
人
々
も
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
約
一
年
四
ケ
月
ほ

ど
後
に
行
な
わ
れ
る
儀
式
の
在
り
方
を
想

定
し
て
み
る
と
、
約
三
十
年
前
の
例
が
参

考
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
回
は
崩
御
、

今
回
は
退
位
＝
譲
位
が
起
点
、
と
い
う
違

い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
続
く
儀
式

の
も
つ
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

一
一
一
前
回
と
今
回
の
儀
式
の
在
り
方

す
な
わ
ち
、
昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八

九
）
一
月
七
日
の
午
前
六
時
三
三
分
、
昭

和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
。
法
的
に
は
、
そ

の
瞬
間
、
皇
太
子
明
仁
親
王
が
天
皇
と
な

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
は
、

四
時
間
後
の
十
時
半
ご
ろ
、
宮
殿
の
正
殿

松
の
間
に
お
い
て
、
吹
上
御
所
か
ら
運
ば

れ
る
宝
剣
と
神
璽
（
勾
玉
）
（
と
も
に
皇
室

経
済
法
に
定
め
ら
れ
る
「
皇
位
と
と
も
に

伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
も
の
」
　
の
代
表
）

お
よ
び
宮
殿
の
表
御
座
所
か
ら
運
ば
れ
る

公
印
（
「
天
皇
御
璽
」
と
「
大
日
本
国
璽
」
）

を
、
皇
太
子
殿
下
の
御
前
に
置
く
「
剣
璽

等
承
継
の
儀
」
が
「
国
の
儀
式
」
（
国
事
行

為
）
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
皇
位
を
承
け
継
が
れ
た
こ
と
が
、
御

自
身
に
も
参
列
者
（
男
性
の
成
年
皇
族
と

三
権
の
代
表
者
等
）
　
に
確
認
さ
れ
、
そ
れ

が
テ
レ
ビ
等
で
も
伝
え
ら
れ
て
、
一
般
の

国
民
も
認
識
で
き
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
今
回
も
、
法
的
に
は
、
平
成
三

十
一
年
（
二
〇
一
九
）
　
四
月
三
十
日
の
夜

中
に
今
上
陛
下
が
退
位
さ
れ
、
直
後
の
五
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月
一
目
午
前
零
時
零
分
か
ら
皇
嗣
の
皇
太

子
殿
下
が
即
位
＝
践
辞
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
は
、
真
夜
中
に

儀
式
を
行
う
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
、
四

月
三
十
日
か
又
は
五
月
一
日
に
、
宮
殿
の

正
殿
松
の
間
へ
　
「
剣
璽
等
」
が
運
ば
れ
、

陛
下
の
御
前
に
据
え
ら
れ
る
と
、
宮
内
庁

長
官
あ
た
り
（
往
時
の
　
「
宣
命
使
」
に
相

当
）
が
、
「
天
皇
陛
下
は
、
皇
室
典
範
特

例
法
に
基
づ
き
、
御
高
齢
ゆ
え
退
位
（
譲

位
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
等
と

宣
告
す
る
。
つ
い
で
直
ち
に
、
御
前
の
「
剣

璽
等
」
が
、
す
ぐ
隣
の
皇
太
子
殿
下
の
御

前
へ
移
し
置
か
れ
た
時
に
、
殿
下
み
ず
か

ら
「
本
日
こ
こ
で
日
本
国
憲
法
と
皇
室
典

範
特
例
法
に
よ
り
皇
位
を
継
承
い
た
し
ま

す
」
等
と
宣
言
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

皇
位
が
剣
璽
等
と
一
緒
に
受
け
継
が
れ
た

事
実
を
、
具
体
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

法
的
観
念
・
…
・
崩
御
の
瞬
間
に
当
る
特
別
法
の

行
目
限
り
＝
皇
聞
か
天
皇

事
実
認
識
・
・
…
A
退
位
（
譲
位
）
　
の
儀
式
↓
B

位
の
儀
式
で
皇
嗣
が
即
位

こ
の
う
ち
、
前
者
を
A
「
退
位
（
譲
位
）

の
儀
式
」
、
後
者
を
B
「
即
位
の
儀
式
」
と

称
す
る
な
ら
ば
、
両
儀
式
が
同
一
日
に
同

一
場
所
で
行
わ
れ
て
こ
そ
、
法
的
に
は
空

位
の
な
い
皇
位
が
、
現
実
的
に
も
連
続
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
実
感
で
き
る
に
ち

が
い
な
い
。
そ
の
上
で
、
五
月
二
日
あ
た

り
（
三
日
は
憲
法
記
念
日
だ
か
ら
難
し
い
）
、

正
殿
松
の
間
で
C
　
「
即
位
後
朝
兄
の
儀
」

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
A
・
B
は

陛
下
も
殿
下
も
洋
装
で
よ
い
が
、
C
は
和

装
が
望
ま
し
い
）
。

そ
の
C
で
は
、
宮
内
庁
長
官
あ
た
り
か

ら
「
こ
の
た
び
皇
室
典
範
特
例
法
に
よ
り
、

四
月
三
十
日
限
り
で
退
位
さ
れ
た
天
皇
陛

下
は
上
皇
陛
下
と
称
さ
れ
（
そ
れ
に
伴
っ

て
皇
后
陛
下
は
上
皇
后
陛
下
と
称
さ
れ

る
）
、
ま
た
新
天
皇
陛
下
の
後
継
者
と
し
て

秋
篠
宮
殿
下
は
皇
嗣
殿
下
と
称
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」
等
と
宣
告
す
る
。
そ

の
直
後
に
新
天
皇
陛
下
（
黄
櫨
染
の
御
砲

姿
）
が
、
上
皇
陛
下
・
上
皇
后
陛
下
に
対

す
る
感
謝
と
、
一
般
国
民
に
対
し
て
、
皇

位
を
継
承
し
た
決
意
と
理
想
を
「
お
こ
と

ば
」
　
で
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
C
　
「
朝
兄
の
儀
」
　
は
、
前

回
、
B
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
と
同
様
に
、

「
国
の
儀
式
」
（
国
事
行
為
）
と
し
て
行
わ

れ
た
。
従
っ
て
、
B
の
儀
式
に
先
立
つ
A

「
退
位
の
儀
式
」
も
、
当
然
「
国
の
儀
式
」

と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
に

先
例
は
な
い
が
、
後
者
（
朝
貝
の
儀
）
　
の

直
後
に
、
新
天
皇
陛
下
と
新
皇
后
陛
下
が
、

揃
っ
て
長
和
殿
の
壇
上
に
立
た
れ
、
参
集

す
る
一
般
国
民
の
祝
意
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
も
、
新
た
に
行
わ
れ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
　
即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
時
期
と
在
り
方

叙
上
の
A
B
C
は
、
皇
位
継
承
の
当
初

に
行
わ
れ
る
べ
き
重
要
な
国
事
行
為
な
が

ら
、
い
わ
ば
内
向
け
の
小
規
模
な
セ
レ
モ

ニ
ー
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
約
二
百
年
ぶ

り
の
「
譲
位
」
を
形
で
示
す
A
「
退
位
（
譲

位
）
　
の
儀
式
」
は
、
新
し
く
工
夫
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
後
の
B
C
は
約
三
十

年
前
の
例
に
拠
れ
ば
、
大
筋
で
き
る
に
違

い
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
と
別
に
行
わ
れ
る
外
向
け

の
大
規
模
な
D
「
即
位
礼
」
は
「
国
の
儀

式
」
と
し
て
、
ま
た
伝
統
的
な
E
　
「
大
嘗

祭
」
は
「
皇
室
の
公
的
行
事
」
と
し
て
、

両
方
と
も
平
成
の
大
礼
に
準
拠
し
て
実
施

さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
若
干
検
討

す
べ
き
は
、
そ
の
時
期
と
場
所
で
あ
る
。

ま
ず
D
　
「
即
位
礼
」
は
、
前
回
ま
で
崩

御
に
よ
る
一
年
間
の
諒
闇
（
服
喪
）
明
け

に
本
格
的
な
準
備
を
す
る
た
め
、
翌
年
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回

は
、
A
譲
位
に
起
因
す
る
B
即
位
で
あ
る

か
ら
、
A
の
実
施
時
期
が
政
令
で
決
し
た

後
、
今
春
あ
た
り
か
ら
準
備
す
れ
ば
、
遅

く
と
も
来
年
の
九
月
か
十
月
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
E
「
大
嘗
祭
」
は
、
毎
年
の
新

嘗
祭
と
似
た
趣
旨
の
大
和
で
あ
る
か
ら
、

十
一
月
の
中
下
旬
（
古
来
「
卯
の
日
」
）
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
に

先
立
っ
て
、
神
領
用
の
お
米
と
粟
を
作
る

た
め
、
悠
紀
（
ゆ
き
）
地
方
と
主
基
（
す

き
）
地
方
の
「
斎
田
」
が
点
定
さ
れ
る
（
古

来
「
亀
卜
」
　
に
よ
る
）
。

そ
れ
が
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
三
代
に

は
、
諒
闇
明
け
の
二
月
上
旬
に
点
定
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
『
延
書
式
』
践
所
大
嘗
祭

の
定
月
条
で
は
、
譲
位
に
よ
る
践
所
（
受

禅
）
が
旧
暦
七
月
以
前
な
ら
、
当
年
に
大

嘗
祭
の
諸
事
を
行
う
と
定
め
て
い
る
（
過

去
、
醍
醐
天
皇
朝
の
寛
平
九
年
（
八
九
七
）

七
月
十
四
日
、
斎
田
点
定
の
例
が
あ
る
）
。

従
っ
て
、
即
位
（
践
所
）
が
五
月
一
日
で

も
、
早
め
に
斉
田
を
点
定
す
れ
ば
、
十
一

月
中
下
旬
に
大
嘗
祭
を
斎
行
し
う
る
と
判

断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
D
と
E
に
つ
い
て
、
私
は
柳

田
国
男
翁
の
見
解
に
拠
り
、
両
者
の
間
隔

を
空
け
る
こ
と
、
ま
た
盛
大
な
D
即
位
礼

は
早
め
に
東
京
（
皇
居
宮
殿
）
　
で
、
厳
粛

な
E
大
嘗
祭
は
十
一
月
中
下
旬
に
京
都

（
仙
洞
御
所
跡
地
）
　
で
、
と
分
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
主
張
し
て
き
た
。

そ
の
い
ず
れ
と
な
る
に
せ
よ
、
こ
れ
か

ら
官
房
長
官
の
も
と
で
検
討
さ
れ
る
諸
儀

式
は
、
古
来
の
伝
統
を
可
能
な
限
り
尊
重

し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
の
現
代
に
ふ
さ

わ
し
い
在
り
方
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
念
じ

て
や
ま
な
い
。

五
「
立
皇
詞
の
礼
」
も
「
国
の
儀
式
」
で

申
す
ま
で
も
な
く
、
皇
位
の
継
承
は
、

天
皇
か
ら
皇
嗣
へ
の
い
わ
ゆ
る
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
（
約
一
年
四

ケ
月
後
）
に
は
、
今
上
陛
下
（
八
十
五
歳
）

が
退
位
さ
れ
て
、
皇
閲
の
皇
太
子
殿
下
（
五

十
九
歳
）
が
直
ち
に
即
位
さ
れ
る
ー
次
真
下
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道
徳
科
教
育
研
究
協
議
会

第
4
回
　
研
究
大
会
　
報
告

大
会
は
昨
年
十
一
月
二
十
六
日
、
皇
畢

館
大
学
に
お
い
て
「
畏
敬
の
念
を
ど
の
よ

う
に
教
え
る
か
」
を
主
題
に
行
わ
れ
た
。

最
初
の
研
修
は
講
演
で
、
ウ
オ
ー
タ
ー

タ
ウ
ン
高
等
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
ケ
リ
ー
・
ネ
イ
モ
ン
先
生
に
よ
り
「
米

国
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
　
（
品
格
教
育
）
～
私
た
ち
が
共

有
す
べ
き
責
任
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

品
格
教
育
は
二
〇
一
〇
年
に
始
ま
り
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
全
体
で
、
誠
実
、
正

直
、
公
正
、
責
任
、
自
分
自
身
や
他
者
へ

の
敬
意
と
い
っ
た
中
心
と
な
る
道
徳
的
価

値
を
教
え
る
こ
と
を
目
指
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
が
素
晴
ら
し

い
国
で
あ
る
こ
と
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
国
民
が
善
良
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
品
格
教
育
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
。

そ
れ
は
学
校
の
教
育
課
程
全
体
を
通
し

て
行
わ
れ
、
各
学
校
で
中
心
的
な
道
徳
的

価
値
を
決
め
、
計
画
的
に
そ
の
徳
目
に
関

し
て
実
践
し
、
評
価
、
反
省
し
な
が
ら
生

徒
が
積
極
的
に
身
に
付
け
て
い
く
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
数
値
で

示
さ
れ
、
校
内
暴
力
な
ど
問
題
行
動
の
減

少
と
学
力
の
向
上
と
い
う
顕
著
な
結
果
が

出
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

研
修
2
は
浪
速
高
等
学
校
・
中
学
校
教

諭
松
尾
大
輔
先
生
の
　
「
畏
敬
の
念
」
に
関

す
る
授
業
提
案
で
、
「
い
の
ち
の
葉
音
」
と

い
う
自
作
資
料
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。

そ
こ
に
は
長
崎
の
原
爆
に
あ
っ
て
も
生

き
残
っ
た
主
人
公
と
楠
木
の
対
比
に
よ
っ

て
、
生
き
る
こ
と
の
厳
し
さ
と
素
晴
ら
し

さ
が
描
か
れ
て
お
り
、
い
の
ち
の
尊
厳
を

感
得
で
き
る
提
案
で
あ
っ
た
。

研
修
3
で
は
山
口
大
学
教
育
学
部
附
属

光
中
学
校
教
諭
の
藤
永
啓
吾
先
生
が
資
料

「
縄
文
杉
に
会
い
た
く
て
」
を
使
い
、
模

擬
授
業
を
さ
れ
た
。
仕
事
に
悩
み
を
も
つ

主
人
公
が
そ
の
状
況
か
ら
抜
け
出
す
た
め
、

屋
久
島
へ
旅
を
し
、
縄
文
杉
に
「
会
う
」

の
だ
が
、
主
人
公
は
杉
に
悩
み
を
「
吸
い

取
っ
て
」
も
ら
う
。
授
業
で
は
何
が
そ
う

さ
せ
た
の
か
を
中
心
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

研
修
3
は
主
題
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
で
、
鈴
鹿
大
学
の
川
又
俊
則
教
授
は

宗
教
科
教
育
法
の
立
場
で
説
明
を
さ
れ
た
。

兵
庫
県
立
大
学
の
森
一
郎
講
師
は
道
徳
科

に
お
け
る
「
生
命
」
と
「
畏
敬
」
　
の
指
導

の
在
り
方
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
皇
撃

館
大
学
の
新
田
均
教
授
は
戦
後
の
日
本
人

の
道
徳
教
育
へ
の
反
発
は
、
明
治
以
来
の

道
徳
教
育
へ
の
誤
解
に
よ
る
と
し
て
戦
前

の
指
導
の
実
情
を
説
明
さ
れ
た
。
皇
軍
館

大
学
の
坂
東
洋
介
准
教
授
は
倫
理
学
の
立

場
か
ら
、
道
徳
教
育
の
な
か
で
宗
教
を
教

え
る
の
は
逆
で
、
古
代
よ
り
集
団
に
は
宗

教
が
存
在
し
て
い
て
そ
れ
が
若
者
に
道
徳

を
教
え
て
い
た
と
し
て
、
年
齢
が
低
い
程

一
方
的
で
よ
い
と
主
張
さ
れ
た
。
　
H

前
頁
－
〝
譲
位
〟
の
形
で
行
わ
れ
る
。

す
る
と
、
次
の
皇
嗣
は
誰
に
な
る
の
か
。

現
行
の
皇
室
典
範
で
は
、
第
八
条
に
「
皇

嗣
た
る
皇
子
を
皇
太
子
と
い
う
。
皇
太
子

の
な
い
と
き
は
、
皇
嗣
た
る
皇
孫
を
皇
太

孫
と
い
う
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
。
現
在
の
皇
太
子
徳
仁
親
王
が
新
天
皇

に
即
か
れ
る
と
、
そ
の
子
か
孫
と
し
て
男

子
の
皇
子
も
皇
孫
も
お
ら
れ
な
い
　
（
皇
女

の
愛
子
内
親
王
が
お
ら
れ
て
も
対
象
外
）

か
ら
、
皇
嗣
の
該
当
者
無
し
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
、
昨
年
六
月
成
立
の
　
「
皇
室
典

範
特
例
法
」
　
の
第
五
条
に
　
「
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な

っ
た
皇
族
」
　
は
　
「
皇
太
子
の
例
に
よ
る
。
」

と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
来
年

の
五
月
か
ら
皇
位
継
承
順
序
一
位
の
秋
篠

宮
殿
下
（
五
十
三
歳
）
が
星
間
と
な
ら
れ
、

従
来
の
皇
太
子
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
れ
は
典
範
本
文
の
原
則

（
皇
太
子
は
皇
子
か
皇
孫
の
み
）
を
残
し

た
ま
ま
の
例
外
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
特
例

法
に
よ
っ
て
秋
篠
宮
殿
下
が
皇
嗣
と
な
ら

れ
て
も
、
そ
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
「
立

皇
詞
の
礼
」
（
仮
称
）
を
実
施
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
「
国
の
儀
式
」

と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
現
行
典
範
の
原
則
に
よ

り
、
今
上
陛
下
の
践
詐
（
事
実
上
の
即
位
）

で
直
ち
に
皇
太
子
と
な
ら
れ
た
皇
嗣
の
徳

仁
親
王
で
す
ら
、
即
位
礼
・
大
嘗
祭
が
済

ん
だ
後
、
平
成
三
年
二
月
二
十
三
日
に
、

宮
殿
の
松
の
間
で
「
立
太
子
礼
」
が
　
「
国

の
儀
式
」
と
し
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
皇
嗣
で
は
な
い

文
仁
親
王
が
、
兄
君
の
即
位
後
も
内
廷
皇

族
と
な
ら
ず
に
、
秋
篠
宮
家
の
代
表
者
と

し
て
留
ま
ら
れ
な
が
ら
、
法
的
観
念
と
し

て
皇
嗣
に
な
ら
れ
て
も
、
そ
の
正
当
性
が

認
識
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
立
皇
詞
の
礼
」

を
兄
君
と
同
様
に
「
国
の
儀
式
」
と
し
て

行
う
の
が
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
今
上
陛
下
の
御
譲
位
が
平
成
三

一
年
四
月
三
〇
日
限
り
と
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
四
月
十
日
（
水
）
、
「
天
皇
陛
下

御
在
位
一
－
一
十
年
に
感
謝
し
、
皇
后
陛
下
と

の
御
成
婚
六
十
年
を
奉
祝
す
る
」
た
め
の

行
事
が
、
政
府
で
も
民
間
で
も
心
を
こ
め

て
実
施
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

六
　
新
元
号
の
内
定
。
公
布
“
施
行

最
後
に
「
元
号
法
」
　
に
基
づ
き
、
政
府

が
政
令
で
決
め
ら
れ
る
新
元
号
は
、
「
皇
位

の
継
承
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
改
め
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
回
は
「
退

位
」
「
即
位
」
よ
り
早
く
今
年
中
に
内
定
し

発
表
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合

で
も
、
正
式
に
は
即
位
（
践
辞
の
儀
）
直

後
に
政
令
を
公
布
し
て
確
定
し
、
そ
の
施

行
は
当
日
（
五
月
一
日
）
午
前
零
時
か
ら

と
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
三
十
年
正
月
十
日
記
）


